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８
月
８
日
㈰
執
行
（
予
定
）
の

長
野
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

投
票
日
　
８
月
８
日
㈰

投
票
場
所
　
入
場
券
に
記
載
さ
れ

た
各
投
票
所

投
票
時
間
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
次
の
投
票
場
所
は
投
票
時
間
が

繰
り
上
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
午
前
７
時
～
午
後
６
時
】

牧
ノ
入
公
会
堂

【
午
前
７
時
～
午
後
７
時
】

硲
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
穴
田
公

民
館
、
豊
田
公
民
館
永
田
地
区
館

投
票
で
き
る
方
　

・
年
齢
要
件
　
日
本
国
民
で
満
20

歳
以
上
の
方
（
平
成
２
年
８
月

９
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

・
住
所
要
件
　
平
成
２２
年
４
月
２１

日
ま
で
に
中
野
市
に
転
入
届
を

提
出
し
た
方
で
、
引
き
続
き
投

票
日
現
在
、
中
野
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場

券
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】　
市
役
所
本
庁
１
階
　
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

期
間
　
７
月
２3
日
㈮
～
８
月
７
日
㈯

【
場
所
】　

豊
田
支
所
１
階

時
間　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
１5
分

期
間
　
８
月
５
日
㈭
～
７
日
㈯

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

○
郵
便
等
投
票
制
度

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
投
票

所
へ
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
り
不
在
者

投
票
（
自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に

記
入
）
が
で
き
ま
す
。

○
代
理
記
載
制
度

　
郵
便
投
票
制
度
を
利
用
し
た
く

て
も
自
ら
投
票
用
紙
に
記
載
で
き

ず
、
事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
届
け
出
た
方
が
、
自
宅

で
「
代
理
人
」
と
し
て
投
票
に
関

す
る
記
載
を
す
る
制
度
で
す
。

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者

　
左
表
に
該
当
し
、
上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
害
が
１
級
の
方
は
代
理

記
載
が
で
き
ま
す
。
戦
傷
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
で
同
じ
障
害
の
程

度
を
有
す
る
方
も
同
様
で
す
。

　
な
お
、
郵
便
等
投
票
制
度
を
ご

利
用
の
際
は
、
証
明
書
が
必
要
で

す
。
証
明
書
の
郵
送
な
ど
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対象者 傷病名 障害の程度

身体障害者
手帳をお持
ちの方で

両下肢・体幹・移
動機能の障害 １級か２級

心臓・腎臓・呼吸・
膀胱・直腸・小腸・
肝臓の障害

１級～３級

免疫の障害 １級～３級

戦傷病手帳
をお持ちの
方で

両下肢・体幹・移
動機能の障害

特別項症から
第２項症

心臓・腎臓・呼吸・
膀胱・直腸・小腸・
肝臓の障害

特別項症から
第３項症

対象者 要介護区分
介護保険の
被保険者証
交付者

要介護５

問い合わせ先
市選挙管理委員会事務局
☎（２２）２１１１（内線３２４）

▼郵便等投票制度の対象者

長
野
県
知
事
選
挙

８
月
８
日
㈰
投
票（
予
定
）

中央公民館・勤労青少年ホーム耐震診断結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　についてお知らせします

【耐震診断結果】　
　診断の結果、中央公民館・勤労青少年ホーム棟は、耐震補強を必要としない目安の構造耐震判定指標
（ｉｓｏ値）０．７５に対し、東西方向で８５％以上、南北方向で９０％以上の耐震性能でありました。
　これは、震度６弱の地震になると、耐震性能が最も低い部分は被害を受けますが、建物全体では倒壊
しない範囲となります。
　また、「ボイラー室棟」については、煙突の耐力が不足しているという結果になりました。

【今後の方針】
　今後は、調査結果を検証し、耐震補強対策を検討していきます。
　詳しくは、お問い合わせください。

　平成２１年度に実施しました中央公民館（昭和５１年建設）と併設する勤労青少年ホーム（昭和４９年建設）
の耐震診断調査結果は次のとおりです。

問い合わせ先　中央公民館（勤労青少年ホーム）　☎（２２）２６９１

【
昭
和
】

52
・
12
・
８
　
両
市
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
姉
妹
ク
ラ
ブ
提
携
。

55
・
３
・
22
　
晋
平
誕
生
日
の
こ

の
日
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
姉

妹
都
市
提
携
を
両
市
同
時
議
決
。

55
・
５
・
29
　
雨
情
誕
生
日
の
こ

の
日
、
雨
情
記
念
館
で
姉
妹
都
市

提
携
協
定
書
調
印
式
。

55
・
７
・
１
　
中
野
市
で
調
印
式
。

56
・
９
・
28
　
北
茨
城
市
民
号
一

行
４
５
０
人
が
来
市
。

60
・
９
・
21
　
ふ
れ
あ
い
な
か
の

市
民
号
一
行
２
１
２
人
が
北
茨
城 姉

妹
都
市
提
携
30
周
年

中
野
市

北
茨
城
市

市
訪
問
。

62
・
７
・
26
　
第
１
回
晋
平
ま
つ

り
に
北
茨
城
市
民
合
唱
団
出
演
。

【
平
成
】

１
・
８
・
２
　
学
校
新
聞
特
派
員

の
中
学
生
が
北
茨
城
市
を
訪
問
。

（
平
成
６
年
、
８
年
、
１２
年
、
14 

年
、
１6
年
、
２0
年
も
訪
問
）

２
・
２
・
24
　
晋
平
合
唱
団
が
雨

情
の
里
童
謡
の
集
い
に
参
加
。

４
・
10
・
１
　
ふ
れ
あ
い
中
野
市

民
号
一
行
１
２
８
人
が
北
茨
城
市

を
訪
問
。

６
・
11
・
12
　
市
制
施
行
40
周
年

記
念
姉
妹
都
市
ま
つ
り
を
開
催
。

８
・
１
・
31
　
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
協
定
を
締
結
。

８
・
８
・
15
　
北
茨
城
市
制
施
行

40
周
年
記
念
ね
ぶ
た
フ
ェ
ス
タ
に

市
民
30
人
が
参
加
。

10
・
５
・
24
　
第
９
回
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
北
茨
城
市

民
選
手
を
招
待
。
（
翌
年
か
ら
毎

年
参
加
）

10
・
７
・
28
　
北
茨
城
市
野
球
少

年
団
が
来
市
。

10
・
８
・
22
　
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

が
北
茨
城
市
を
訪
問
。

11
・
８
・
28
　
北
茨
城
市
サ
ッ
カ

ー
少
年
団
が
来
市
。

11
・
10
・
23
　
平
野
地
区
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
が
北
茨
城
市
を
訪
問
。

11
・
10
・
２
　
た
べ
ご
ろ
信
州
中

野
フ
ェ
ス
タ
に
北
茨
城
市
参
加
。

12
・
５
・
29
～
13
・
３
・
31　

〔
20
周
年
記
念
事
業
〕
各
イ
ベ
ン

ト
時
お
よ
び
物
産
の
適
期
に
あ
わ

せ
、
両
市
お
よ
び
全
国
向
け
に
特

産
物
の
抽
選
会
を
実
施
。

12
・
７
・
２
　
北
茨
城
市
第
９
回

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
中
野
市

民
選
手
を
招
待
選
手
と
し
て
２
人

派
遣
し
、
そ
の
他
一
般
参
加
と
し

て
２
人
計
４
人
が
大
会
に
参
加
。

12
・
８
月　
〔
20
周
年
記
念
事
業
〕

北
茨
城
市
中
学
生
特
派
員
受
け
入

れ
６
人
（
中
野
平
中
学
校
）
お
よ

び
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
派
遣
参

加
者
40
人
。

12
・
10
・
28
～
29
　
〔
20
周
年
記

念
事
業
〕
飛
脚
リ
レ
ー
た
べ
ご
ろ

信
州
中
野
フ
ェ
ス
タ
に
あ
わ
せ
、

北
茨
城
市
か
ら
中
野
市
ま
で
親
書

を
運
ぶ
。
市
街
地
会
場
で
北
茨
城

市
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
あ
ん
こ

う
鍋
な
ど
の
振
る
舞
い
、
水
産
加

工
物
の
展
示
販
売
を
実
施
。

〔
20
周
年
記
念
事
業
〕　

２0
周
年

記
念
市
民
号
受
け
入
れ
。

〔
20
周
年
記
念
事
業
〕　

市
民
訪

問
団
を
北
茨
城
市
に
派
遣
。
　

13
・
８
・
４
～
５
　
北
茨
城
市
の

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
中
野
市

を
訪
れ
、
中
野
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
北
部
育
成
剣
道
教
室
の
小

中
学
生
ら
が
交
流
試
合
な
ど
を
通

じ
て
、
親
睦
を
深
め
た
。

13
・
10
・
27
～
28
　
た
べ
ご
ろ
信

州
中
野
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１
の
メ

イ
ン
会
場
で
北
茨
城
市
の
ブ
ー
ス

を
設
け
、
同
市
の
特
産
物
販
売
、

あ
ん
こ
う
の
吊
る
し
切
り
を
披
露

し
、
鍋
を
振
る
舞
っ
た
。
（
翌
年

の
フ
ェ
ス
タ
に
も
出
展
）

16
・
７
・
１
　
中
野
市
制
50
周
年

記
念
式
典
お
よ
び
姉
妹
都
市
交
流

会
へ
北
茨
城
市
、
仙
台
市
、
竹
田

市
か
ら
各
市
長
、
議
長
が
出
席
。

17
・
６
・
25
　
中
野
市
合
併
記
念

式
典
に
北
茨
城
市
長
、
議
長
な
ど

が
出
席
。

18
・
10
・
20
～
21
　
北
茨
城
市
制

50
周
年
記
念
式
典
に
市
長
お
よ
び

議
長
が
出
席
。

19
・
５
・
19
～
20
　
「
野
口
雨
情

生
誕
１
２
５
年
特
別
企
画
展
～
雨

情
と
晋
平
～
」
に
お
い
て
、
中
野

土
人
形
の
絵
付
け
体
験
を
実
施
。

中
野
市
市
民
都
市
交
流
会
「
フ
レ

ン
ズ
」
が
北
茨
城
市
を
訪
問
し
、

北
茨
城
市
体
育
協
会
（
北
茨
城
走

友
会
）
と
交
流
。

3０
周
年
記
念
事
業
概
要

　
30
周
年
を
記
念
し
、
ま
た
、
両

市
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め

次
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
ス
ポ
ーツ
少
年
団
体
北
茨
城
市
訪
問
】

　
夏
休
み
期
間
中
当
市
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
体
を
派
遣
し
、
交
流
試

合
、
交
歓
会
お
よ
び
野
口
雨
情
記

念
館
を
訪
問
。
（
７
月
下
旬
～
８

月
上
旬
。
１
泊
２
日
を
予
定
）

【
北
茨
城
市
民
訪
問
団
来
市
】

　
中
野
え
び
す
講
に
あ
わ
せ
、
北

茨
城
市
民
70
人
程
度
を
招
い
て
、

鮮
魚
・
水
産
加
工
品
の
販
売
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
52
年
４
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
テ
レ
ビ
小
説
「
一
番
星
」

が
放
映
さ
れ
、
中
野
市
出
身

の
中
山
晋
平
と
北
茨
城
市
出

身
の
野
口
雨
情
が
登
場
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
両
市

の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昭
和
55
年
の
姉

妹
都
市
提
携
か
ら
30
周
年
に

あ
た
り
、
記
念
事
業
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
交
流
の
あ
ゆ
み

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

平成 22年度カチューシャふるさとマラソン
大会に参加する北茨城市民ら（左から８人）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
統
計
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）


